開講10周年記念＊２００５年度　　　キャンパスネットやまなし連携講座
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――これまでのあゆみ、新しい一歩――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いっしょに学びましょう！

　　　「女だから～、男だから～」にしばられず、

だれもが自分らしく生きられる――そんな暮らしや地域をつくるために学びたい・・・
この講座は、そんな思いを持つ人々が県内各地から集まって、１０年前に始まりました。
毎年新しい出会いがあり、楽しく作業をしながら学ぶ、交流の場ともなっています。
今年はいろいろな意味で｢節目の年」。それにふさわしい内容を盛り込みました。ご自分の
あゆみと重ねながら講座を味わっていただくと、きっと充実した学びになるでしょう。

　●性別・年齢・職業・地域、その他、もちろん不問。条件は“意欲”だけ！
　●自分が変わるため、●地域を変えるため、●仲間づくりのため、

●プラン推進や条例づくりのため、●山梨の女性たちの歴史をたどるため…
みなさんのご参加をお待ちしています。


主　催　　男女共同参画アドバイザー養成講座実行委員会
＜構成機関・団体＞　山梨県立大学・山梨県立男女共同参画推進センター

やまなし女と男ネットワーク・山梨県教育委員会社会教育課

日　　時　　5月22日(日)～10月8日(土)の土曜日または日曜日、全13回（詳細は裏面）

午後１時30分～４時（4時半終了の回もあります）

会　　場　　山梨県立大学(飯田キャンパス)・山梨県立男女共同参画推進センターぴゅあ総合

募集人員　　３０名程度

対　　象　　①テーマに関心があり、学習意欲のある方は、どなたでも

②男女共同参画推進リーダー、市町村プラン策定・推進委員、担当職員等

受講経費　　講座負担料３０００円（報告書は別途）

(1)申し込み期限　　平成１７年５月１８日（水）まで

(2)申し込みと問合せ

　　　　〇山梨県立大学地域研究交流センター（飯田キャンパス内：甲府市飯田5－11－1）

・・・℡：055－224－5261　Fax：055－228－6819
　　　　○山梨県立男女共同参画推進センターぴゅあ総合
・・・℡：055－235－4171　Fax：055－235－1077

〇山梨県教育委員会社会教育課・・・・・℡：055－223－1772　Fax：055―223―1775

　　＊電話やファックスでお申し込みの際は、次のことをお伝え下さい。

●「アドバイザー養成講座」申し込み　●お名前　●ご住所　●郵便番号　●電話番号など

＊小さいお子さんの保育を希望される場合は、お申し出ください。　保育サポーターの情報を

提供します。　ぴゅあ総合が会場の場合は、託児があります。


2005年度　実施日程・内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	回数
	　期　日
	　　　　　　内　　容　・　講　　師　
	会場

	　１
	5月22日

（日）

1：30～
	開講式・オリエンテーション

パフォーマンスと活動報告

　　私たちのしたこと・したいこと　――地域からの報告

パフォーマンス：甲府市女性市民会議OG会

報告：桜林いさを・中村美穂（同OG会）
話し合いと発表

コメント（ミニ講演）

　　楽しくなくちゃ、続かない！　――元気に活動するために

　　　　講師：前澤哲爾（山梨県立大学助教授）
	山梨県立大学
飯田ｷｬﾝﾊﾟｽ

	　２
	5月29日

（日）

1：30～
	差別体験ワークショップ
　　性差別って、どんなこと？

――子どもに戻って感じてみよう！ 

講師：内海崎貴子（川村学園女子大学助教授)
コーディネーター：堀井啓幸(山梨県立大学教授)

　　　　　　　　　伊藤ゆかり(山梨県立大学助教授)

	ぴゅあ総合

（公開）
｢男女共同参画基礎講座｣

	　３
	6月4日

（土）

1：30～
	講演と話し合い

　　“戦後６０年”　女性のあゆみから何を学ぶか
講師：米田佐代子
（女性史研究者・元山梨県立女子短期大学教授）
コーディネーター：前澤哲爾（山梨県立大学助教授）
	ぴゅあ総合

（公開）

｢男女共同参画基礎講座｣

	　４
	6月12日

（日）

1：30～
	講演と話し合い

　　“男女平等”再確認：後戻りしないために
　　　　――憲法24条から“北京１０”まで
　　　　講師：竹信三恵子（朝日新聞社生活部記者）
コーディネーター：池田政子
（山梨県立大学地域研究交流センター長）
	ぴゅあ総合

（公開）

｢男女共同参画基礎講座｣

	　５
	6月18日

（土）

1：30～
	コース学習①

　コース選択・学習・話し合い・作業など
	山梨県立大学

飯田ｷｬﾝﾊﾟｽ

	　６
	6月25日

（土）

1：30～
	コース学習②

　　学習・話し合い・作業など
	山梨県立大学

飯田ｷｬﾝﾊﾟｽ

	　７
	7月2日

（土）

1：30～
	コース学習③

　　学習・話し合い・作業など
	山梨県立大学

飯田ｷｬﾝﾊﾟｽ

	　８
	7月9日

（土）

1：30～
	コース学習④　または　自由参加プログラム①

　　学習・話し合い・作業など
	山梨県立大学

飯田ｷｬﾝﾊﾟｽ

	＊１

	自由参加プログラム①

	学習支援者養成講座（全8回、ぴゅあ総合）

1 7月9日(土)、②7月10日(日)、③7月17日(日)ほか

講師：広瀬隆人(宇都宮大学教授)　　＊各午前・午後1回
	ぴゅあ総合

（公開）

	　９
	7月16日

（土）

1：30～
	コース学習⑤

　　学習・話し合い・作業など
	山梨県立大学

飯田ｷｬﾝﾊﾟｽ

	＊２
	自由参加プログラム②
	「全国フェミニスト議員連盟」夏合宿IN甲府
①７月２２日（金）午後、②７月23日（土）午前
　＊１日のみの参加も可
	ぴゅあ総合

	＊３
	自由参加プログラム③
	ジェンダー研究ツアー

「女性学ジェンダー研究交流フォーラム」への参加

――8月26日(金)～28日(日)開催
	国立女性教育会館

	１０
	9月10日

（土）

1：30～
	コース学習⑥　研究発表準備

　学習・話し合い・作業など
	山梨県立大学

飯田ｷｬﾝﾊﾟｽ

	１１
	9月17日

（土）

1：30～
	コース学習⑦　研究発表準備

学習・話し合い・作業など
	山梨県立大学

飯田ｷｬﾝﾊﾟｽ

	＊4
	自主学習
	9月24日（土）　発表会のまとめ、報告書原稿など
9月25日（日）　発表リハーサル
	山梨県立大学ぴゅあ総合

	１２
	10月１日（土）または２日（日）
	研究発表（ぴゅあ総合フェスティバルにて）
	ぴゅあ総合

	１３
	10月8日

（土）

1：30～
	合評会

閉講式

ミニ・パーティー
	山梨県立大学

飯田ｷｬﾝﾊﾟｽ

	＊５
	編集委員会立ち上げ
	10周年記念報告書の編集・作成
	山梨県立大学

飯田ｷｬﾝﾊﾟｽ

	＊６
	平成18年

３月
	10周年記念同窓会(報告書配布・交流)
	山梨県立大学

飯田ｷｬﾝﾊﾟｽ


＊印は、自由参加になります。

(コース学習は、今年度は次の４つのコースを設けます。ご希望により選択してください。









あいさつとお誘い
　

　　みなさん、お元気ですか？　この四月、山梨県立看護大学と山梨県立女子短期大学が統合して新しい「山梨県立大学」が開学しました。これまで講座を担わせていただいた県立女子短期大学は、その役割を新しい大学に引き継ぎます。「地域研究交流センター」も開設され、県民のみなさんと大学を結ぶ窓口となります。この講座にも新しいスタッフが加わりますので、よろしくお願いします。

　　平成８年に開講したこの講座は、今年１０周年を迎えます。折しも、「北京会議」から１０年、また戦後６０年の節目の年でもあります。この講座の１０年、そしてそこに関わられた方々のそれぞれの“これまでのあゆみ”を、戦後山梨の、そして日本の男女共同参画の歴史に重ねてふりかえり、その意義を考える内容にしたいと思いました。男女共同参画の流れを押し戻すような動き（いわゆるバックラッシュ）も激しくなっている今、あらためて“男女平等”とは何なのか、私たちの原点を確認しましょう。これまで、どんな人々がどのように、何を積み重ねてここまで来たのか、その足どりをきちんと知ることによって、次への展望を開くことを期待しました。同時にその作業を、山梨の女性たちのあゆみとして記録することにつなげ、講座１０年のまとめにしたいと思っています。
　　内海崎貴子さんは、各地で性差別を疑似体験するワークショップをしておられます。山梨は初めてですが、きっと私たちに深い学びをもたらしてくださるでしょう。米田佐代子さんは、県立女子短大でこの講座をお引き受けしたときの実行委員長です。「女性史」という分野を切り拓いたパイオニアとして、女性にとっての戦後６０年を語っていただきます。竹信三恵子さんは３年前の講座で密度の高いお話をしていただきました。今回は、バックラッシュの中での憲法２４条改正論議や“北京１０”のニューヨーク会議の様子など、日本と世界の状況を比較しながら、あらためて「男女平等」を考える視点を提供してくださいます。
以上のようなぴゅあ総合と連携した「全体学習」のあと、いくつかのコースに分かれて学習・研究するスタイルはこれまでどおりです。どんなテーマが出てくるか、いつもとても楽しみです。また、自由参加のプログラムも満載です。昨年この講座でとても楽しいワークショップをしてくださった広瀬隆人さんが、ぴゅあ総合で連続講座を担当されます。全国から女性議員が甲府に集合しての合宿研修会は、地元山梨からもたくさんの人が関わるプログラムに参加できます。
昨年は文部科学省の補助金打ち切りのため、講座の実施が危ぶまれましたが、いろいろな方が努力してくださったおかげで、県民と大学と行政とが協働する新しい形の講座運営によって、無事講座を終えることができました。
今年も、受講生のみなさんに負担金をいただいての運営になりますが、お一人おひとりが、講座の受講生であり、また“つくり手”でもあります。
どうぞそんなお気持ちで、お誘い合わせの上、ご参画ください。
お待ちしています。
男女共同参画アドバイザー養成講座　　　　　　
実行委員長　池田政子　　　　　　

　
２００５年度男女共同参画アドバイザー養成講座実行委員会

実行委員――池田政子・伊藤ゆかり・堀井啓幸・前澤哲爾・藤谷秀・斉藤秀子（山梨県立大学）

　齊藤文栄・風間俊宏（山梨県男女共同参画推進センターぴゅあ総合）
　清水絹代・田中陽子・山中淑子（やまなし女と男ネットワーク）

臼谷恵子（山梨県教育委員会社会教育課）
事務担当――宮地清伸・小尾久美子 (山梨県立大学)　臼谷恵子（県社会教育課）
　　　　　山中淑子（やまなし女と男ネットワーク）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

山梨県立大学飯田キャンパスは、県立女子短期大学と同じ敷地です。現在工事中のため、いろいろご不便をおかけしますが、どうぞご容赦ください。また、図書館駐車場をご利用いただけますが、広さに限りがありますので、ほかに交通手段をお持ちの方は、ご配慮くださるようお願いします。
























地域でのアピールや子どもたちの学習のために、パフォーマンスや教材・方法を学習・研究、開発するコースです。





　地域での意識改革のための活動など、男女共同参画の推進のための実践的な活動を、どう進めていったらよいか、具体的な活動方法や戦略を話し合い、研究し、実際にやってみましょう。





男女共同参画やジェンダーの様々な問題について、テーマを決めて学習し、調査研究するコースです。自由テーマのほかに、今年は課題テーマも設けました。どちらでもどうぞ。


自由テーマ


課題テーマ＊


戦後山梨の女性史研究


(自分史・聞き書き)








A：調査研究コース








B：パフォーマンス・表現コース











C：実践研究コース





D:ワークショップ・コース





　戦後60年、地域で男女平等を目指してさまざまな実践をしてきた女性たち――新しい道を切り拓いてくれた先輩にインタビューし、やまなしの男女共同参画の歴史を掘り起こして記録しましょう。もちろん自分史でもOKです。











自分たちの持っている具体的なテーマと材料をもとに、国立女性教育会館などでのワークショップの企画について研究しましょう。








